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振動数が証の音源Sの両側に観測者Pと反

射板Rがある。はじめ、観測者Pは静止し

反射壁Rが速さV、音源Sが速さV8で遠ざカ

るように動くと，観測者Pにはうなりが聞こし

えた。音の速さを沃V＞V）とする。　　　　しの
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（1）Pが聞く、Sからの直選萱の波長ん1と振動数j‖まいくらか。
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（2）Pが聞くRからの反射音の振動数亮を求めたい。以下の問に答えよ。

（a）反射壁Rが受け取るSからの音の波長応と振動数完を求めよ。

（反射壁を観測者と考えて、ドップラー効果を考えてみると…）
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（b）壁は（a）の振動数の音波を発する音源と考えることが出来る。Pが聞くRからの反射音の

振動数崇‡証し、P巨V′声音軸ゴー、
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（3）Pが聞く，1秒当たりのうなりの回数Nを求めよ。（今回は整理しなくてよいものとする。）
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（4）vsをある値にすると、うなりがきこえなくなった。Vsはいくらか。
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